
 

 

「理工系人材の戦略的育成の必要性」（抜粋） 

「成長分野をけん引する大学・高専の機能強化に向けた基金による継続的支援」 

「第５期科学技術基本計画  概要」 

「理工系人材需給状況に関する調査結果概要」抜粋 
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「大阪府及び近接府県の高等学校を卒業した者の大学進学状況」 

「新設組織が置かれる都道府県への入学状況」 

「大阪府及び近接府県から追手門学院大学への府県別入学者の状況」 

「私立大学地域別の入学志願動向（令和元年度～令和 5 年度）」 

「全国私立大学学部系統別の入学志願動向（令和元年度～令和 5 年度）」 

「既設学科等の収容定員の充足状況 既設学科等の入学定員の充足状況（直近 5 年

間）」 

「既設学科等の学生募集のための PR 活動の過去の実績（別紙 3）」 

「2022 年度・2023 年度オープンキャンパスプログラム」 

「進学相談会の月別実施計画」 

「高等学校訪問の具体的計画」 

「本学主催 高等学校教員向け入試説明会開催日一覧 

「新設組織における学生募集のためのＰＲ活動の目標と入学者の見込数」 

「追手門学院大学既設学科における学生確保に係る取組実績と新設組織における

参加者総数目標設定の関係」 

「新設組織における学生募集のための PR 活動の目標との入学者の見込数」 

「数理・データサイエンス学科  競合校の選定」 

「機械工学科  競合校の選定」 

「電気電子工学科  競合校の選定」 

「情報工学科  競合校の選定」 

「数理・データサイエンス学科  競合校との比較分析」 

「機械工学科  競合校との比較分析」 
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１（書類等の題名）
「理工系人材育成戦略」（抜粋）【資料１】３ページ

２（出典）
文部科学省

３（引用範囲）
「理工系人材育成戦略」（3ページ）
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/
afieldfile/2015/03/13/1351892_02.pdf

４（その他の説明）
3ページを引用した。

【資料１】



１（書類等の題名）
「成長分野をけん引する大学・高専の機能強化に向けた基金による継続的支援」
【資料２】４ページ

２（出典）
文部科学省

３（引用範囲）
「大学・高専昨日強化支援事業（成長分野をけん引する大学・高専の機能強化
に向けた基金）」（１ページ）
https://www.mext.go.jp/content/20230721-mxt_senmon01-74.pdf

４（その他の説明）
・該当なし

【資料２】



１（書類等の題名）
「第５期科学技術基本計画概要」【資料３】５ページから６ページ

２（出典）
内閣府

３（引用範囲）
「第５期科学技術基本計画の概要」（１ページから２ページ）
https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/5gaiyo.pdf

４（その他の説明）
・該当なし

【資料３】



１（書類等の題名）
「理工系人材需給状況に関する調査結果概要」（抜粋）【資料４】７ページ

２（出典）
経済産業省

３（引用範囲）
「理工系人材需給状況に関する調査結果概要」（１３ページ）
https://www.meti.go.jp/policy/innovation_corp/jinzai/1-2_shiryou.pdf

４（その他の説明）
・該当なし

【資料４】
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 

  

  



        

 

 

         



 

 

  

  



        

 

  

         



 

 

 

  

  

  

 

  





  
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 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 































































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







 

     

     

     

     

     

     

    

     

    

     

    

     

     

  

 

    

    

    





  


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１（書類等の題名）
「第２期茨木市総合戦略」（抜粋）【資料６】１３ページから２０ページ

２（出典）
茨木市

３（引用範囲）
「第２期茨木市総合戦略」（４２ページから４９ページ）
https://www.city.ibaraki.osaka.jp/material/files/group/13/dai2ki_sougousenryaku.pdf

４（その他の説明）
・該当なし

【資料６】



１（書類等の題名）
「高槻市産業・観光振興ビジョン（令和3年4月～令和13年3月」（抜粋）
【資料７】２１ページから３９ページ

２（出典）
茨木市

３（引用範囲）
「高槻市産業・観光振興ビジョン（令和3年4月～令和13年3月」
（５０ページから６８ページ）
https://www.city.takatsuki.osaka.jp/uploaded/attachment/11844.pdf

４（その他の説明）
・該当なし

【資料７】
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大阪府及び近接府県※の高等学校及び中学校の在籍者数と高校進学率
※ 大阪府・兵庫県・京都府・奈良県・和歌山県の2府3県を指す 単位: 人

開設後 開設後 開設後 開設後

令和5年度

時点の学年

2年目受験対象者 3年目受験対象者 4年目受験対象者 5年目受験対象者

高校2学年 高校1学年 中学3学年 中学2学年 中学1学年

大阪府 66,077 68,881 74,085 72,714 72,545

兵庫県 41,136 42,228 48,225 47,018 47,064

京都府 21,695 22,500 22,004 21,589 21,484

奈良県 10,291 10,604 11,749 11,538 11,450

和歌山県 7,341 7,632 7,958 7,684 7,567

計 1 4 6 ,5 4 0 1 5 1 ,8 4 5 1 6 4 ,0 2 1 1 6 0 ,5 4 3 1 6 0 ,1 1 0

全国 合計 9 7 0 ,1 4 3 9 9 9 ,8 6 4 1 ,0 7 9 ,2 9 1 1 ,0 6 2 ,9 6 7 1 ,0 6 0 ,7 3 9

中学校を卒業した者の高等学校等への進学率

大阪府

兵庫県

京都府

奈良県

和歌山県

全国 合計

卒業者数 高等学校進学者 高校進学率 平均進学率

令和3年3月 74,398 71,867 96.6 %

令和4年3月 72,994 72,158 98.9 %

令和5年3月 74,579 73,461 98.5 %

令和3年3月 48,106 46,530 96.7 %

令和4年3月 47,075 46,175 98.1 %

令和5年3月 48,219 47,535 98.6 %

令和3年3月 22,516 22,036 97.9 %

令和4年3月 21,824 21,430 98.2 %

令和5年3月 22,315 22,091 99.0 %

令和3年3月 12,153 11,706 96.3 %

令和4年3月 12,004 11,782 98.2 %

令和5年3月 12,111 11,951 98.7 %

令和3年3月 7,946 7,859 98.9 %

令和4年3月 8,001 7,579 94.7 %

令和5年3月 7,965 7,892 99.1 %

令和3年3月 1,0 8 4 ,8 1 0 1 ,0 2 4 ,3 2 9 9 4 .4  %

令和4年3月 1,0 8 6 ,9 2 2 1 ,0 4 3 ,3 6 7 9 6 .0  %

令和5年3月 1,0 8 7 ,1 0 1 1 ,0 7 2 ,9 7 7 9 8 .7  %

出典: 令和3,4,5年度学校基本調査

・高校1学年、2学年の生徒数は、全日制・定時制の本科の人数

・高等学校への進学は通信制過程も含まれている。

・中学1学年、2学年、3学年の生徒数には、義務教育学校7学年、8学年、9学年を含む。

受験対象者 初年度受験対象者

97.9  %

9 6 .4  %
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大阪府及び近接府県※の小学校の在籍者数
※ 大阪府・兵庫県・京都府・奈良県・和歌山県の2府3県を指す 単位: 人

開設後 開設後 開設後 開設後      開設後
10年目受験対象
者

令和5年度

時点の学年
小学6学年 小学5学年 小学4学年 小学3学年 小学2学年

大阪府 71,675 70,528 69,056 68,830 68,351

兵庫県 47,787 46,602 45,626 45,248 44,435

京都府 20,684 20,090 20,059 19,774 19,716

奈良県 11,204 11,138 10,873 10,388 10,465

和歌山県 7,587 7,394 7,054 7,131 6,958

計 1 5 8 ,9 3 7 1 5 5 ,7 5 2 1 5 2 ,6 6 8 1 5 1 ,3 7 1 1 4 9 ,9 2 5

全国 合計 1,0 5 0 ,9 5 1 1 ,0 3 5 ,1 8 7 1 ,0 2 4 ,0 1 4 1 ,0 1 3 ,8 6 6 1 ,0 0 5 ,6 9 1

出典: 令和5年度学校基本調査

・小学2学年、3学年、4学年、5学年、6学年の生徒数には、義務教育学校2学年、3学年、4学年、5学年、6学年を含む。

受験対象者
6年目受験対象者 7年目受験対象者 8年目受験対象者 9年目受験対象者
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大阪府及び近接府県の高等学校を卒業した者の大学進学状況

[大阪府]高等学校を卒業した者の大学進学状況 [兵庫県]高等学校を卒業した者の大学進学状況

卒業者数 大学等進学者数 大学等進学率 卒業者数 大学等進学者数 大学等進学率

令和元年3月 73,826 44,029 59.6% 令和元年3月 45,882 27,943 60.9%

令和2年3月 72,555 44,873 61.8% 令和2年3月 44,846 28,046 62.5%

令和3年3月 70,339 45,229 64.3% 令和3年3月 43,957 28,285 64.3%

令和4年3月 68,065 45,305 66.6% 令和4年3月 42,454 28,004 66.0%

令和5年3月 66,415 44,886 67.6% 令和5年3月 41,408 27,767 67.1%

[京都府]高等学校を卒業した者の大学進学状況 [奈良県]高等学校を卒業した者の大学進学状況

卒業者数 大学等進学者数 大学等進学率 卒業者数 大学等進学者数 大学等進学率

令和元年3月 23,240 15,308 65.9% 令和元年3月 11,455 6,805 59.4%

令和2年3月 22,541 15,283 67.8% 令和2年3月 11,661 6,982 59.9%

令和3年3月 22,049 15,399 69.8% 令和3年3月 11,180 6,909 61.8%

令和4年3月 21,821 15,568 71.3% 令和4年3月 10,939 6,935 63.4%

令和5年3月 21,359 15,598 73.0% 令和5年3月 10,341 6,672 64.5%

[和歌山県]高等学校を卒業した者の大学進学状況 [2府3県合計]高等学校を卒業した者の大学進学状況

卒業者数 大学等進学者数 大学等進学率 卒業者数 大学等進学者数 大学等進学率

令和元年3月 8,715 4,232 48.6% 令和元年3月 163,118 98,317 60.3%

令和2年3月 8,482 4,368 51.5% 令和2年3月 160,085 99,552 62.2%

令和3年3月 7,968 4,305 54.0% 令和3年3月 155,493 100,127 64.4%

令和4年3月 7,816 4,377 56.0% 令和4年3月 151,095 100,189 66.3%

令和5年3月 7,289 4,158 57.0% 令和5年3月 146,812 99,081 67.5%

[全国]高等学校を卒業した者の大学進学状況

卒業者数 大学等進学者数 大学等進学率

令和元年3月 1,050,559 574,308 54.7%

令和2年3月 1,037,284 578,341 55.8%

令和3年3月 1,012,007 580,550 57.4%

令和4年3月 990,230 588,919 59.5%

令和5年3月 962,009 584,465 60.8%

出典: 令和元年度・令和２年度・令和３年度・令和4年度・令和5年度学校基本調査
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新設組織が置かれる都道府県への入学状況 

○出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度

都道府県名 人 数 構成比

1 大阪府 28,156人 49.3%

2 兵庫県 7,486人 13.1%

3 京都府 3,156人 5.5%

4 奈良県 2,919人 5.1%

5 和歌山県 1,657人 2.9%

全 体 57,089人 100.0%

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」から作成すること。

※大学、学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科を設置する場合のみ作成（専門職大学、専門職短期大学、高等専門
学校を含む）。大学院は作成不要。

○新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況

新組織所在地
（都道府県）

充足率

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 大阪府(大学) 103.58% 102.69% 101.65%

※２校地で教育課程を実施する場合はそれぞれの状況を記載すること。

出典：日本私立学校振興・共済事業団「令和５(2023)年度私立大学・短期大学等入学志願動向」３．地域別の動向（大学・
学部別）

○新設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況

充足率 
系統区分

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 理・工学系(大学) 100.90% 104.35% 101.88%

※「系統区分」は日本私立学校振興・共済事業団の「今日の私学財政」の系統区分に従うこと。

出典：日本私立学校振興・共済事業団「令和５(2023)年度私立大学・短期大学等入学志願動向」４．学部系統別の動向（大
学）

別紙１ 
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資料1 7

大阪府及び近接府県から追手門学院大学への府県別入学者の状況  

[ 大阪府 ]
文学部 国際学部 国際教養学部 心理学部 社会学部 法学部 経済学部 経営学部 地域創造学部

人文学科 国際学科 国際教養学科 国際日本学科 心理学科 社会学科 法律学科 経済学科 経営学科 地域創造学科
合計 入学者率 過去5年間の

平均入学率

令和6(2024)年度

令和5(2023)年度

令和4(2022)年度

令和3(2021)年度

令和2(2020)年度

入学者総数 200 人 139 人 ー ー 190 人 372 人 197 人 374 人 408 人 213 人 2,09 3 人

大阪府からの入学者数 143 人 75 人 ー ー 100 人 23 6 人 128 人 213 人 227 人 115 人 1,237 人

入学者総数 191 人 154 人 ー ー 208 人 350 人 229 人 420 人 458 人 232 人 2,24 2 人

大阪府からの入学者数 131 人 85 人 ー ー 116 人 19 5 人 140 人 239 人 265 人 131 人 1,302 人

入学者総数 195 人 141 人 ー ー 252 人 358 人  437 人 467 人 241 人 2,091 人

大阪府からの入学者数 145 人 84 人 ー ー 150 人 21 9 人  258 人 293 人 15 人 1,164 人

入学者総数 ー ー 145 人 192 人 199 人 328 人  415 人 477 人 232 人 1,988 人

大阪府からの入学者数 ー ー 93 人 131 人 126 人 17 5 人  242 人 278 人 131 人 1,176 人

入学者総数 ー ー 171 人 203 人 278 人 383 人  413 人 467 人 261 人 2,176 人

大阪府からの入学者数 ー ー 107 人 133 人 165  人 200 人  226 人 262 人 145 人 1,238 人

59.1%

58.1%

55.7% 5 7 .8 %

59.2%

56.9%

大阪府からの入学者の合計 419 人 244 人 200 人 264 人 657 人 1025 人 268 人 1178 人 1325 人 537 人 6,117 人

[ 兵庫県 ]
文学部 国際学部 国際教養学部 心理学部 社会学部 法学部 経済学部 経営学部 地域創造学部

人文学科 国際学科 国際教養学科 国際日本学科 心理学科 社会学科 法律学科 経済学科 経営学科 地域創造学科
合計 入学者率 過去5年間の

平均入学率

入学者総数 200 人 139 人 ー ー 190 人 372 人 197 人 374 人 408 人 213 人 2,09 3 人
令和6(2024)年度 17.3%

令和5(2023)年度

兵庫県からの入学者数 38 人 21 人 ー ー 32 人 58 人 29 人 77 人 61 人 46 人 362 人

入学者総数 191 人 154 人 ー ー 208 人 350 人 229 人 420 人 458 人 232 人 2,24 2 人

兵庫県からの入学者数 35 人 27 人 ー ー 41 人 64 人 48 人 85 人 68 人 50 人 418 人
18.6%

入学者総数 195 人 141 人 ー ー 252 人 358 人  437 人 467 人 241 人 2,091 人
令和4(2022)年度 16.2% 1 6 .5 %

兵庫県からの入学者数 23 人 21 人 ー ー 33 人 59 人  87 人 67 人 49 人 339 人

入学者総数 ー ー 145 人 192 人 199 人 328 人  415 人 477 人 232 人 1,988 人
令和3(2021)年度 13.9%

兵庫県からの入学者数 ー ー 22 人 18 人 25 人 42 人  60 人 68 人 42 人 277 人

令和2(2020)年度
入学者総数 ー ー 171 人 203 人 278 人 383 人  413 人 467 人 261 人 2,176 人

兵庫県からの入学者数 ー ー 21 人 27 人 41 人 75 人  80 人 73 人 43 人 360 人
16.5%

兵庫県からの入学者の合計 96 人 69 人 43 人 45 人 172 人 298 人 77 人 389 人 337 人 230 人 1,7 56 人

[ 京都府 ]
文学部 国際学部 国際教養学部 心理学部 社会学部 法学部 経済学部 経営学部 地域創造学部

人文学科 国際学科 国際教養学科 国際日本学科 心理学科 社会学科 法律学科 経済学科 経営学科 地域創造学科
合計 入学者率 過去5年間の

平均入学率

令和6(2024)年度

令和5(2023)年度

令和4(2022)年度

令和3(2021)年度

令和2(2020)年度

入学者総数 200 人 139 人 ー ー 190 人 372 人 197 人 374 人 408 人 213 人 2,09 3 人

京都府からの入学者数 2 人 5 人 ー ー 16 人 30 人 11 人 17 人 37 人 15 人 133 人

入学者総数 191 人 154 人 ー ー 208 人 350 人 229 人 420 人 458 人 232 人 2,24 2 人

京都府からの入学者数 3 人 6 人 ー ー 8 人 27 人 11 人 22 人 36 人 13 人 126 人

入学者総数 195 人 4 人 ー ー 252 人 358 人  437 人 467 人 241 人 1,954 人

京都府からの入学者数 6 人 2 人 ー ー 13 人 28 人  27 人 27 人 18 人 121 人

入学者総数 ー ー 145 人 192 人 199 人 328 人  415 人 477 人 232 人 1,988 人

京都府からの入学者数 ー ー 6 人 13 人 12 人 28 人  28 人 31 人 24 人 142 人

入学者総数 ー ー 171 人 203 人 278 人 383 人  413 人 467 人 261 人 2,176 人

京都府からの入学者数 ー ー 11 人 11 人 15 人 35 人  29 人 34 人 21 人 156 人

6.4%

5.6%

6.2% 6 .5 %

7.1%

7.2%

京都府からの入学者の合計 11 人 13 人 17 人 24 人 64 人 148 人 22 人 123 人 165 人 91 人 678 人

[ 奈良県 ]
文学部 国際学部 国際教養学部 心理学部 社会学部 法学部 経済学部 経営学部 地域創造学部

人文学科 国際学科 国際教養学科 国際日本学科 心理学科 社会学科 法律学科 経済学科 経営学科 地域創造学科
合計 入学者率 過去5年間の

平均入学率

令和6(2024)年度

令和5(2023)年度

令和4(2022)年度

令和3(2021)年度

令和2(2020)年度

入学者総数 200 人 139 人 ー ー 190 人 372 人 197 人 374 人 408 人 213 人 2,09 3 人

奈良県からの入学者数 4 人 6 人 ー ー 7 人 3 人 4 人 7 人 18 人 2 人 51 人

入学者総数 191 人 154 人 ー ー 208 人 350 人 229 人 420 人 458 人 232 人 2,24 2 人

奈良県からの入学者数 5 人 3 人 ー ー 6 人 9 人 7 人 13 人 24 人 3 人 70 人

入学者総数 195 人 141 人 ー ー 252 人 358 人  437 人 467 人 241 人 2,091 人

奈良県からの入学者数 3 人 6 人 ー ー 7 人 13 人  16 人 16 人 7 人 68 人

入学者総数 ー ー 145 人 192 人 199 人 328 人  415 人 477 人 232 人 1,988 人

奈良県からの入学者数 ー ー 3 人 8 人 10 人 18 人  8 人 16 人 6 人 69 人

入学者総数 ー ー 171 人 203 人 278 人 383 人  413 人 467 人 261 人 2,176 人

奈良県からの入学者数 ー ー 7 人 7 人 13 人 16 人  10 人 13 人 8 人 74 人

2.4%

3.1%

3.3% 3 .1 %

3.5%

3.4%

奈良県からの入学者の合計 12 人 15 人 10 人 15 人 43 人 59 人 11 人 54 人 87 人 26 人 332 人

[ 和歌山県 ]
文学部 国際学部 国際教養学部 心理学部 社会学部 法学部 経済学部 経営学部 地域創造学部

人文学科 国際学科 国際教養学科 国際日本学科 心理学科 社会学科 法律学科 経済学科 経営学科 地域創造学科
合計 入学者率 過去5年間の

平均入学率

令和6(2024)年度

令和5(2023)年度

入学者総数 200 人 139 人 ー ー 190 人 372 人 197 人 374 人 408 人 213 人 2,09 3 人

和歌山県からの入学者数 3 人 3 人 ー ー 4 人 2 人 6 人 11 人 4 人 1 人 34 人

入学者総数 191 人 154 人 ー ー 208 人 350 人 229 人 420 人 458 人 232 人 2,24 2 人

和歌山県からの入学者数 1 人 3 人 ー ー 4 人 3 人 3 人 5 人 4 人 4 人 27 人

1.6%

1.2%

入学者総数 195 人 141 人 ー ー 252 人 358 人  437 人 467 人 241 人 2,091 人
令和4(2022)年度 1.4% 1 .3 %

和歌山県からの入学者数 2 人 0 人 ー ー 8 人 5 人  8 人 5 人 2 人 30 人

入学者総数 ー ー 145 人 192 人 199 人 328 人  415 人 477 人 232 人 1,988 人
令和3(2021)年度 1.1%

和歌山県からの入学者数 ー ー 1 人 0 人 2 人 5 人  9 人 3 人 2 人 22 人

令和2(2020)年度
入学者総数 ー ー 171 人 203 人 278 人 383 人  413 人 467 人 261 人 2,176 人

和歌山県からの入学者数 ー ー 0 人 2 人 2 人 4 人  9 人 3 人 0 人 20 人
0.9%

和歌山県からの入学者の合計 6 人 6 人 1 人 2 人 20 人 19 人 9 人 42 人 19 人 9 人 133 人

[ 2府3県 ]
文学部 国際学部 国際教養学部 心理学部 社会学部 法学部 経済学部 経営学部 地域創造学部

人文学科 国際学科 国際教養学科 国際日本学科 心理学科 社会学科 法律学科 経済学科 経営学科 地域創造学科
合計 入学者率 過去5年間の

平均入学率

入学者総数 200 人 139 人 ー ー 190 人 372 人 197 人 374 人 408 人 213 人 2,09 3 人
令和6(2024)年度 86.8%

2府3県からの入学者数 190 人 110 人 ー ー 159 人 329 人 178 人 325 人 347 人 179 人 1,817 人

入学者総数 191 人 154 人 ー ー 208 人 350 人 229 人 420 人 458 人 232 人 2,24 2 人
令和5(2023)年度 86.7%

2府3県からの入学者数 175 人 124 人 ー ー 175 人 298 人 209 人 364 人 397 人 201 人 1,943 人

入学者総数 195 人 141 人 ー ー 252 人 358 人  437 人 467 人 241 人 2,091 人
令和4(2022)年度 82.4% 8 5 .1 %

2府3県からの入学者数 179 人 113 人 0 人 0 人 211 人 324 人  396 人 40 8 人 91 人 1,722 人

入学者総数 ー ー 145 人 192 人 199 人 328 人  415 人 477 人 232 人 1,988 人
令和3(2021)年度 84.8%

2府3県からの入学者数 ー ー 125 人 170 人 175 人 268 人  347 人 39 6 人 205 人 1,686 人

入学者総数 ー ー 171 人 203 人 278 人 383 人  413 人 467 人 261 人 2,176 人
令和2(2020)年度 84.9%

2府3県からの入学者数 ー ー 146 人 180 人 236 人 330 人  354 人 38 5 人 217 人 1,848 人

2府3県からの入学者の合計 544 人 347 人 271 人 350 人 956 人 1,549 人 387 人 1,786 人 1,933 人 893 人 9,016 人

※ 令和6 (2 0 2 4 )年度の入学者については3月1日時点の入学手続者数
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私立大学地域別の入学志願動向（令和元年度～令和５年度）

地域 項目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 平均

学校数 50 50 52 53 53 51.6

入学定員 45,686 46,683 47,894 48,515 49,585 47,673

志願者 587,726 560,500 511,245 523,262 502,690 537,085

大阪府
志願倍率 12.86 12.01 10.67 10.79 10.14 11.3

入学者 47,337 49,298 49,687 49,956 50,271 49,310

入学定員

充足率(% )
103.61% 105.60% 103.74% 102.97% 101.38% 103.46%

出典: 各年度における「私立大学・短期大学等入学志願動向」  .
（日本私立学校振興・共済事業団）
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全国私立大学学部系統別の入学志願動向（令和元年度～令和５年度）

分野 項目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 平均

学部数 151 157 162 166 172 161.6

入学定員 61,812 62,107 62,626 62,294 60,899 61,948

志願者 796,668 842,140 751,179 777,971 745,078 782,607

理・工学系
志願倍率 12.89 13.56 11.99 12.49 12.23 12.6

入学者 63,263 63,949 63,192 65,001 62,044 63,490

入学定員

充足率(% )
102.35% 102.97% 100.90% 104.35% 101.88% 102.49%

出典: 各年度における「私立大学・短期大学等入学志願動向」  .
（日本私立学校振興・共済事業団）
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既設学科等の収容定員の充足状況 別紙２の１

○収容定員充足率
申請者が設置する全ての大学等（大学、短期大学、高等専門学校のみ）の
既設の学部（短期大学又は高等専門学校は学科）について記載してください。

学部等名 学科名 収容定員 学生数
（令和5年5月1日現在）

収容定員充足率 備考

文学部 360人 384人 1.06
人文学科 360人 384人 1.06 R4.4開設

国際学部 300人 291人 0.97
国際学科 300人 291人 0.97 R4.4開設

心理学部 900人 967人 1.07
心理学科 900人 967人 1.07

社会学部 1414人 1433人 1.01
社会学科 1414人 1433人 1.01 R2.4入学定員増(230人→350人)

法学部 230人 229人 0.99
法律学科 230人 229人 0.99 R5.4開設

経済学部 1620人 1683人 1.03
経済学科 1620人 1683人 1.03

経営学部 1780人 1867人 1.04
経営学科 1780人 1867人 1.04

地域創造学部 920人 962人 1.04
地域創造学科 920人 962人 1.04 R2.4入学定員増(230人→350人)

※上記には、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」附則第２項及び第４項を
　適用した場合の学生数及び収容定員充足率を記入してください。その場合は、備考にその内訳を記入してください。
※大学院、専攻科、別科、募集停止を行った学部等については記載不要です。

※行は適宜追加してください。

大学等名

追手門学院大学
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

      
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     



      

     

     

     











      










































   

  














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


      
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     



      

     

     

     

   

      

  




































































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




      
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     



      

     

     

     

   

      

  



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
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




      
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     



      

     

     

     

   

      

  





































































学生確保（資料）－56－








      
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     



      

     

     

     

   
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  
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




      
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
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       
      
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     

   

      

  




































































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




      
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     



      

     

     

     

   

      

  


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
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
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

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




      
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     



      

     

     

     

   

      

  




































































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




      
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
      
      
      
      

         
      
      
      
      

     
     

       
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既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績 別紙３

①募集を行った学科等名称及び取組の名称：オープンキャンパス

R4年度
入学者入試

R5年度
入学者入試

取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 2789人 3618人

うち受験対象者数(b) 2402人 2816人

うち受験者数(c) 1174人 1351人

うち入学者数(d) 674人 785人

（受験率 c/b） 48.9% 48.0%

（入学率 d/b） 28.1% 27.9%

②募集を行った学科等名称及び取組の名称：進学相談会

R4年度
入学者入試

R5年度
入学者入試

取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 3619人 4777人

うち受験対象者数(b) 1027人 1403人

うち受験者数(c) 418人 495人

うち入学者数(d) 222人 273人

（受験率 c/b） 40.7% 35.3%

（入学率 d/b） 21.6% 19.5%

③募集を行った学科等名称及び取組の名称：大学案内、募集要項等資料請求者

R4年度
入学者入試

R5年度
入学者入試

取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 39943人 36133人

うち受験対象者数(b) 15236人 16098人

うち受験者数(c) 4485人 4777人

うち入学者数(d) 1744人 1899人

（受験率 c/b） 29.4% 29.7%

（入学率 d/b） 11.4% 11.8%

①学部長による学部紹介、オープンキャンパス学生スタッフによるキャンパスツアー、教員による模擬授業、大学
で学べる学問内容、入学者選抜制度、大学生活についての個別相談や質問を受け付けるなど、受験生や保護者との
対面による説明等を実施。

②オープンキャンパスに関する参加者等総数の見込みから予想される入学者は次の通り算出した。
(1)大学全体の全入学者のうち、PR活動等に一切接触がない入学者の割合は
令和4年度入学者：16.6%　　令和5年度入学者：15.3%
つまりPR活動による入学者の割合は
令和4年度入学者：83.4%　　令和5年度入学者：84.7%　　平均　84.1%　である。
(2)(1)の結果より、新設組織におけるPR活動による入学者の見込み総数は次の通りである。
数理・データサイエンス学科：入学定員30人×84.1%＝25人
機械工学科：入学定員50人×84.1%＝42人
電気電子工学科：入学定員50人×84.1%＝42人
情報工学科：入学定員70人×84.1%＝59人
(3)オープンキャンパスからの入学者の割合は
令和4年度入学者：28.1%　令和5年度入学者：27.9%　　2年間平均：28.0%　であることから、(2)で算出した新設組
織におけるPR活動による入学者の見込み数より、オープンキャンパスからの新設組織各学科における入学者の見込
み数(d')は次の通りである。
数理・データサイエンス学科：入学定員25人×28.0%＝7人
機械工学科：入学定員42人×28.0%＝12人
電気電子工学科：入学定員42人×28.0%＝12人
情報工学科：入学定員59人×28.0%＝16人

③受験対象者とする判断をした基準
参加者のうち当該年度に受験を行う高等学校3年生であるため、受験対象者であると判断。

①関西の各地で開催される民間業者が主催する進学相談会への参加、高等学校生徒に向けて各学部の学び魅力や入
試のこと、奨学金のこと、学生生活のことの説明を実施。
R4年度入試対象(R3開催)：計298回開催(R3.4/1～R4.3/15)
R5年度入試対象(R4開催）：計261回開催（R4.4/1～R5.3/15)

②進学相談会に関する参加者等総数の見込みから予想される入学者は次の通り算出した。
(1)大学全体の全入学者のうち、PR活動等に一切接触がない入学者の割合は
令和4年度入学者：16.6%　　令和5年度入学者：15.3%
つまりPR活動による入学者の割合は
令和4年度入学者：83.4%　　令和5年度入学者：84.7%　　平均　84.1%　である。
(2)(1)の結果より、新設組織におけるPR活動による入学者の見込み総数は次の通りである。
数理・データサイエンス学科：入学定員30人×84.1%＝25人
機械工学科：入学定員50人×84.1%＝42人
電気電子工学科：入学定員50人×84.1%＝42人
情報工学科：入学定員70人×84.1%＝59人
(3)進学相談会からの入学者の割合は
令和4年度入学者：21.6%　令和5年度入学者：19.5%　　2年間平均：20.6%　であることから、(2)で算出した新設組
織におけるPR活動による入学者の見込み数より、進学相談会からの新設組織各学科における入学者の見込み数(d')
は次の通りである。
数理・データサイエンス学科：入学定員25人×20.6%＝5人
機械工学科：入学定員42人×20.6%＝9人
電気電子工学科：入学定員42人×20.6%＝9人
情報工学科：入学定員59人×20.6%＝12人

③受験対象者とする判断をした基準
参加者のうち当該年度に受験を行う高等学校3年生であるため、受験対象者数と判断。

①大学案内や各学部紹介のリーフレットを同封し発送しているほか、ダイレクトメールを定期的に発送。

②大学案内、募集要項等資料請求者に関する参加者等総数の見込みから予想される入学者は次の通り算出した。
(1)大学全体の全入学者のうち、PR活動等に一切接触がない入学者の割合は
令和4年度入学者：16.6%　　令和5年度入学者：15.3%
つまりPR活動による入学者の割合は
令和4年度入学者：83.4%　　令和5年度入学者：84.7%　　平均　84.1%　である。
(2)(1)の結果より、新設組織におけるPR活動による入学者の見込み総数は次の通りである。
数理・データサイエンス学科：入学定員30人×84.1%＝25人
機械工学科：入学定員50人×84.1%＝42人
電気電子工学科：入学定員50人×84.1%＝42人
情報工学科：入学定員70人×84.1%＝59人
(3)大学案内、募集要項等資料請求者からの入学者の割合は
令和4年度入学者：50.3%　令和5年度入学者：52.6%　　2年間平均：51.5%　であることから、(2)で算出した新設組
織におけるPR活動による入学者の見込み数より、大学案内、募集要項等資料請求者からの新設組織各学科における
入学者の見込み数(d')は次の通りである。
数理・データサイエンス学科：25人×51.5%＝13人
機械工学科：42人×51.5%＝22人
電気電子工学科：42人×51.5%＝22人
情報工学科：59人×51.5%＝30人

③受験対象者とする判断をした基準
参加者のうち当該年度に受験を行う高等学校3年生であるため、受験対象者数と判断。
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


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




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










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進学相談会の月別実施計画

４月 ５月 ６月 ７月

大阪府 9件 30件 24件 18件

兵庫県 1件 ７件 11件 4件

京都府 5件 0件 8件 4件

奈良県 0件 1件 1件 1件

滋賀県 1件 3件 1件 0件

和歌山 1件 0件 1件 1件

岡山県 0件 1件 1件 0件

広島県 0件 0件 1件 0件

徳島県 0件 0件 1件 0件

香川県 0件 0件 2件 0件

高知県 0件 0件 1件 0件

愛媛県 0件 0件 1件 0件

福岡県 0件 0件 1件 0件

オンライン 1件 0件 0件 0件

合計 18件 41件 54件 28件
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資料24

高等学校訪問の具体的計画／訪問時期・実施体制・訪問エリア・訪問学校数（目標数）

訪問開始日 訪問終了日 実施体制 訪問校校数 その他

第1回 ４月中旬 ６月末

第2回 ７月上旬 ８月末

第3回 ９月上旬 １０月末

第4回 １１月上旬 １２月末

第5回 １月上旬 ３月中旬

都道府県別 訪問高校内訳

入試課員

専任7名

渉外3名

近畿2府4県

対象高校271校

のべ訪問数

1080回

近畿2府4県

対象高校135校

のべ訪問数

1000回

訪問高校数
塾・予備校

訪問校数

大阪府 128校 70校

兵庫県 67校 32校

京都府 35校 20校

奈良県 11校 4校

滋賀県 21校 3校

和歌山県 9校 6校

合計 271校 135校
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 

学外型


学内型①


学内型①


都シティ
大阪天王寺

 総持寺キャンパス  総持寺キャンパス 

学内型①


学内型②


学内型②


総持寺キャンパス  総持寺キャンパス  総持寺キャンパス 

学内型②


学外型


学外型


総持寺キャンパス  あべのハルカス  あべのハルカス 

  

  
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資料27

追手門学院大学既設学科における学生確保の取組実績と新設組織における参加者総数目標

開設年度

学部

学科
数理・

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学科
機械工学科 電気電子工学科 情報工学科

入学定員 200人 30人 50人 50人 70人
令和４年度
入学者入試

令和5年度
入学者入試

令和４年度
入学者入試

令和5年度
入学者入試

令和４年度
入学者入試

令和5年度
入学者入試

オープンキャンパス 340人 575人 301人 342人 － 249人 204人 30人 51人 51人 72人

進学相談会 359人 474人 277人 366人 － 319人 581人 87人 145人 145人 204人

大学案内・資料請求 1,001人 1,256人 950人 929人 － 822人 1,898人 285人 474人 474人 665人

入学者数 195人 191人 141人 154人 － 229人

※ 文学部人文学科及び国際学部国際学科は既設組織であった国際教養学部国際日本学科及び国際教養学科を改組。

令和4年度(届出) 令和4年度(届出) 令和5年度(認可) 令和7年4月(開設予定)

文学部 国際学部 法学部 理工学部全体

参加者総数目標

人文学科 国際学科 法律学科

180人 150人 230人
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数理・データサイエンス学科 競合校の選定

（１）基本情報

大学・学部・学科等 学校種 入学定員 学問の分野
平均

偏差値※1
所在地

追手門学院大学理工学部
数理･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学科

4年制
大学

３０人
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学
情報数理学
計算科学

45 .0
~ 5 0 .0※2 大阪府茨木市

関西学院大学理学部
数理科学科

4年制
大学

５４人 数理科学 52.5 兵庫県三田市

龍谷大学先端理工学部
数理・情報科学課程

4年制
大学

１０３人
数理科学
情報科学

41.25 滋賀県大津市

※1 2024年度河合塾入試難易度ランキング表(5月発表)より 
※2 本学平均偏差値は想定偏差値帯を指す

（２）所在地

関西学院大学理学部

龍谷大学先端理工学部

新三田
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機械工学科 競合校の選定
資料30

（１）基本情報

大学・学部・学科等 学校種 入学定員 学問の分野
平均

偏差値※1
所在地

追手門学院大学理工学部
機械工学科

4年制
大学

５０人 機械工学
45 .0
~ 5 0 .0※2 大阪府茨木市

摂南大学理工学部
機械工学科

4年制
大学

１３０人 機械工学 42.5 大阪府寝屋川市

龍谷大学先端理工学部
機械工学・ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ課程

4年制
大学

１１３人 機械工学 41.25 滋賀県大津市

※1 2024年度河合塾入試難易度ランキング表(5月発表)より 
※2 本学平均偏差値は想定偏差値帯を指す

（２）所在地

龍谷大学先端理工学部

新三田

摂南大学理工学部
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電気電子工学科 競合校の選定 資料31

（１）基本情報

※1 2024年度河合塾入試難易度ランキング表(5月発表)より 
※2 本学平均偏差値は想定偏差値帯を指す

（２）所在地 

          関西学院大学工学部

新三田

摂南大学理工学部

大学・学部・学科等 学校種 入学定員 学問の分野
平均

偏差値※1
所在地

追手門学院大学理工学部
電気電子工学科

4年制
大学

５０人 電気電子工学
45 .0
~ 5 0 .0※2 大阪府茨木市

関西学院大学工学部 
電気電子応用工学課程

4年制
大学

６０人 電気電子工学 51.25 兵庫県三田市

摂南大学理工学部
電気電子工学科

4年制
大学

１０５人
電気工学
情報工学

42.5 大阪府寝屋川市
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情報工学科 競合校の選定
資料32

（１）基本情報

大学・学部・学科等 学校種 入学定員 学問の分野
平均

偏差値※1
所在地

追手門学院大学理工学部
情報工学科

4年制
大学

７０人 情報工学
45 .0
~ 5 0 .0※2 大阪府茨木市

関西学院大学工学部
情報工学課程

4年制
大学

９０人 情報工学 55.0 兵庫県三田市

京都橘大学工学部
情報工学科

4年制
大学

１３０人 ※３ 45.0 滋賀県大津市

※1 2024年度河合塾入試難易度ランキング表(5月発表)より 
※2 本学平均偏差値は想定偏差値帯を指す
※3 学問の分野に相当する資料はないが、学科名が相当する

ため競合校として選定

（２）所在地

京都橘大学工学部

関西学院大学工学部

新三田
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取得できる資格 

中学校教諭一種（数学）
高等学校教諭一種（数学）
高等学校教諭一種（情報） 

中学校教諭一種（数学）
高等学校教諭一種（数学） 

該当なし 

就職支援の内容 

・進路選択、就職を支援する各種ガイダンスやセミナーの実施
・キャリアカウンセラーによる面談・模擬面接 

・キャリア・アドバイザーによる個人面談 

・基礎から実践まで、キャリアガイダンス・各種セミナーの実施
・実戦形式の面接トレーニング 

・オンデマンドセミナー 

・学内企業セミナーの実施 

・筆記試験対策の実施 

・4年生内定者によるアドバイス 

・キャリア・アドバイザーによる個人面談 

・テーマ別の解説講座、実践講座の開講
・学内企業説明会、登録会の開催 

・企業と独自に開発したプログラムの提供
・資格取得講座の開講 

奨学制度などの
就学支援の内容 

151万2,600円 

日本学生支援機構の奨学金制度 

地方公共団体・民間育英団体が実施する支援制度
高等教育修学支援制度 

ひとり暮らし支援奨学金 

家計奨学金 

アカデミック・スカラシップ奨学金 

など 

171万1,000円 

日本学生支援機構の奨学金制度 

地方公共団体・民間育英団体が実施する支援制度
高等教育修学支援制度 

入学時貸与奨学金 

入学前予約型奨学金 

152万5,000円 

日本学生支援機構の奨学金制度 

地方公共団体・民間育英団体が実施する支援制度 

高等教育修学支援制度 

追手門学院大学桜みらい奨学金（入学前未来型） 

追手門学院大学桜みらい奨学金（学業・課外活動奨励型）
追手門学院大学教育後援会給付奨学金 

校友会将軍山奨学生制度 

学院生表彰制度 

学生納付金（初年度） 

公募推薦入試　試験日:11月下旬～12月上旬　　手続締切:2月16日 

一般入試　　　　試験日:1月下旬～3月上旬　　 　 手続締切:3月8日・3月23日 

総合型・探究評価型入試等　　試験日:9月下旬～11月上旬　　手続締切:3月1日 

一般入試　　　　　　　　　　　　　試験日:2月上旬　　　　　　　　　　手続締切:3月15日・3月22日 

一般公募制入試　　試験日:11月下旬～　　　　　 手続締切:2月27日 

一般入試　　　　　　 試験日:2月上旬～3月上旬　手続締切:3月15日・3月22日・3月25日 

受験期間と 
入学手続時期 

S/T比 S/T比　23.5 
教員数　17人　　　収容定員　400人 

S/T比16.6 
教員数　13人　　　収容定員　216人 

S/T比　10.0 
教員数　12人　　収容定員　120人 

その他競合校に対する
教育課程の特⾧ 

統計学分野の授業科目は5科目8単位を選択科目として配置。 統計学分野の授業科目は4科目8単位を選択科目として配置。 統計学分野の授業科目は10科目20単位を必修科目として、8科目16単位を選択科目として配置。 

倫理 
教養科目のうち「情報倫理」1科目2単位を選択科目として配置。 科目配置なし。 学部共通科目群である基盤共通科目として「技術者倫理」1科目2単位を必修科目として配置。 

課題解決型授業 
「プロジェクト演習」1科目2単位を必修科目として配置。 

「専門展開科目」は、数理科学、データサイエンス分野との関連性や応用性が深い情報分野や工業分野に関する基礎的な教育内容を取り扱 

うための科目として、２２科目４４単位を選択科目として配置する。 
⑥　研究科目 

「研究科目」は、数理科学、データサイエンスに関連する問題発見方法や課題解決手法の修得及び批判力、論理性、表現力を高めるための科 

目として、３科目１０単位を必修科目として配置する。 

本学科のみの「数理・データサイエンス演習」 1科目2単位だけでなく、理工学部機械工学科、電気電子工学科、情報工学科共同で実施する 課題解決型授業に特化した科目配置はなし。 
「理工学プロジェクト」2科目2単位を必修科目として配置。 

「専門選択科目」 
主に専攻分野以外の自然科学・科学技術等について、幅広い教養と視野を養成し、各専攻分野の伸展となる知識を修得させる。 

位を選択科目として配置する。
 ⑤　専門展開科目 

●論理的で柔軟な思考力を使って知識をつなぎ、組み合わせ、他分野とも協調しながら課題を解決できる。 
●広い視野と深い洞察力を併せ持ち、豊かな創造性を発揮できる。 
●日本語および外国語を使って様々な人とコミュニケーションを図れる。 
④:主体性をもって多様な人々と協働する態度（「主体性・多様性・協働性」）の発展・向上 

●様々な事柄に興味・関心を持ち、自ら目標をもって粘り強く学べる。 
●多様な経験と身につけた知識・技術に裏打ちされた自信をもち、自らを肯定的にとらえ、何事にも挑戦できる。 

「専門発展科目」は、各々の興味関心に基づき、課題を発見し解決するための専門的な知識や技能を得るための科目として、７科目１４単 4年次に配当し、基礎知識や基礎的な技能を応用するための知識を講義を通じて修得させる。 

○外国語を媒介としたコミュニケーション能力の基礎を活用して異文化を理解できる。
○幅広い教養を活用して多角的に思考・判断・表現できる。 

に思考する力を演習を通じて修得させる。
「発展科目」 

目２単位を必修科目として配置し、１７科目３４単位を選択科目として配置する。
④　専門発展科目 

「専門基幹科目」は、数理科学、データサイエンスに関する理論とその実践に関する専門的な知識や技能を得るための科目として配置し、１科 1年次～3年次に配当し、各専攻分野における基礎的な技能、コンピュータを活用する技能及び基礎知識を体系的・構造的に理解し論理的 断力・表現力等の能力（「思考力・判断力・表現力」）」の発展・向上 教育内容と方法 

●自身の専門分野に関する知識や技能が社会とどのように関わるかを考えられる。 
③:（④の基盤となる）「知識・技能を活用して、自ら課題を発見し、その解決に向けて探究し、成果等を表現するために必要な思考力・判 

1年次～3年次に配当し、各専攻分野における基礎知識を講義等を通じて修得させる。
「コンピュータ科目」 

修科目として配置する。
③　専門基幹科目 

「専門基礎科目」は、数理科学、データサイエンスを学習するうえでの基礎となる知識や技能を修得するための科目として、８科目１６単位を必 「基礎科目」 
●自然科学・情報技術等の理工学の基礎、ならびに各課程の専門分野における基礎知識・技能について、基本原理を理解したうえで身につけ
ている。 

修得させる。 ②　専門基礎科目 

数理科学科の学びの基盤となる科目から演習科目まで、本学科の学生全員が履修すべき科目を1年次、3年次及び4年次に体系的に配当し ○諸学の基本を理解し、幅広い教養を身につけている。 位を必修科目として配置し、６科目１２単位を選択科目として配置する。 
「基盤共通科目」は、数理科学、データサイエンスを学習するうえで必要となる自然科学の基本を修得するための科目として、１６科目２８単 「必修科目」 

［専門教育科目］ ①　基盤共通科目 

●人・もの・自然を大切にしながら、その多様性を理解し、それらと調和する科学・技術を志向できる。
②:（③の基礎となる）「知識・技能」の修得 

○外国語を媒介としたコミュニケーション能力の基礎を身につけている。 

て構成し、専門教育科目は必修科目、基礎科目、コンピュータ科目、発展科目、専門選択科目にて構成する。 

○建学の精神の意義について理解している。 
本学科における授業科目を、総合教育科目と専門教育科目に大別する。総合教育科目はキリスト教科目、英語教育科目、総合選択科目に ●物事を正しく捉え、理解しようとする姿勢を持ち、高い倫理観を持って行動できる。 

区分から編成することとし、特に、「学科科目」では、4年間の学習機関を通して講義から演習、演習から実習・実戦へと発展させるための体系 的に修得できるよう教育課程を編成する。
的な授業科目の配置としている。 

理工学部では、教育研究上の目的や養成する人材などの趣旨を実現することから、教育課程を「共有教育科目」と「学科科目」の２つの科目 理学部数理科学科の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を踏まえ、「学士（理学）」を授与するにあたり必要とされる知識・技能を体系 ①:建学の精神の具現化 

龍谷大学先端理工学部数理・情報科学課程 関西学院大学理学部数理科学科 追手門学院大学理工学部数理・データサイエンス学科 大学・学部・学科名等 

数理・データサイエンス学科　競合校との比較分析 

資料33 
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取得できる資格 

高等学校教諭一種（工業） 高等学校教諭一種（数学）
高等学校教諭一種（工業）
中学校教諭一種（数学） 

該当なし 

就職支援の内容 

・進路選択、就職を支援する各種ガイダンスやセミナーの実施
・キャリアカウンセラーによる面談・模擬面接 

新入生ガイダンス・就職ガイダンス 

学内合同企業説明会 

業界研究セミナー 

ビジネス基本スキル学習や模擬面接の実施
面接実践講座 

就職模擬テスト 

・キャリア・アドバイザーによる個人面談 

・テーマ別の解説講座、実践講座の開講
・学内企業説明会、登録会の開催 

・企業と独自に開発したプログラムの提供 

奨学制度などの
就学支援の内容 

公募推薦入試　試験日:11月下旬～12月上旬　　手続締切:2月16日 

一般入試　　　　試験日:1月下旬～3月上旬　　 　 手続締切:3月8日・3月23日 

156万2,600円 

日本学生支援機構の奨学金制度 

地方公共団体・民間育英団体が実施する支援制度 

ひとり暮らし支援奨学金 

家計奨学金 

アカデミック・スカラシップ奨学金 

など 

公募制推薦入試　試験日:11月下旬～12月上旬　　　　　手続締切:1月15日 

一般入試　　　　 　試験日:1月下旬～3月上旬　手続締切:2月28日・3月4日・3月22日・3月28日 

164万円 

日本学生支援機構の奨学金制度 

地方公共団体・民間育英団体が実施する支援制度 

高等教育修学支援制度 

 学内奨学金（給付奨学金） 

一般公募制入試　　試験日:11月下旬～　　　　　 手続締切:2月27日 

一般入試　　　　　　 試験日:2月上旬～3月上旬　手続締切:3月15日・3月22日・3月25日 

152万5,000円 

日本学生支援機構の奨学金制度 

地方公共団体・民間育英団体が実施する支援制度 

高等教育修学支援制度 

追手門学院大学桜みらい奨学金（入学前未来型） 

追手門学院大学桜みらい奨学金（学業・課外活動奨励型） 

追手門学院大学教育後援会給付奨学金 

校友会将軍山奨学生制度 

学院生表彰制度 

受験期間と 
入学手続時期 

学生納付金（初年度） 

S/T比 S/T比　23.2 
教員数　19人　　　収容定員　440人 

S/T比　40.8 
教員数　13人　　　収容定員　530人 

S/T比　22.2 
教員数　9人　　収容定員　200人 

その他競合校に対する
教育課程の特⾧ 

・数学については「微分積分」「線形代数1」など6科目6単位を必修科目、2科目2単位を選択科目として配置。 ・数学の基礎的知識を修得するために「入門統計学」「微分積分学Ⅰ」「微分積分学Ⅱ」「微分積分学Ⅰ演習」「微分積分学演習Ⅱ」「線形 ・数学については必修科目の配置はなく、選択科目としてのみの配置。
代数学Ⅰ」「線形代数学Ⅱ」「線形代数学演習Ⅰ」「線形代数学演習Ⅱ」9科目14単位を必修科目として配置。 

倫理 
教養科目のうち「情報倫理」1科目2単位を選択科目として配置。 科目配置なし。 学部共通科目群である基盤共通科目として「技術者倫理」1科目2単位を必修科目として配置。 

課題解決型授業 
「プロジェクトリサーチ1」「プロジェクトリサーチⅡ」2科目3単位を選択科目として配置。 本学科のみの「機械工学プロジェクト」 1科目2単位だけでなく、理工学部数理・データサイエンス学科、電気電子工学科、情報工学科共同で 「機械創成基礎演習Ⅰ」「機械創成基礎演習Ⅱ」「機械創成応用演習」3科目4単位を必修科目として配置。

実施する「理工学プロジェクト」2科目2単位を必修科目として配置。 

を配置する。 目１０単位を必修科目として配置する。 
「研究科目」は、機械工学に関連する問題発見方法や課題解決手法の修得及び批判力、論理性、表現力を高めるための科目として、３科 E2 実験（シミュレーションを含む）を計画ならびに遂行し、得られたデータを解釈することができる能力を身につけるため、「機械創成応用演習」 

●多様な経験と身につけた知識・技術に裏打ちされた自信をもち、自らを肯定的にとらえ、何事にも挑戦できる。 機械設計」、「機械創成応用演習」を配置する。 
E1 機能、強度、性能などを考慮して機械要素または機械システムをデザインすることができる能力を身につけるため、「基礎機械設計」、「応用 ●様々な事柄に興味・関心を持ち、自ら目標をもって粘り強く学べる。 育内容を取り扱うための科目として、２０科目４０単位を選択科目として配置する。

⑥　研究科目 

「専門展開科目」は、機械工学分野との関連性や応用性が深い数理科学、データサイエンス分野や情報分野、工業分野に関する基礎的な教 D3 製図法を理解し、物体を図面に表すことができる能力を身につけるため、「機械製図Ⅰ」、「機械製図Ⅱ」を配置する。 

D1 工作機械を使っての機械加工ができる能力を身につけるため、「基礎機械工作実習」、「応用機械工作実習」を配置する。
D2 各種物理量や工業量を計測できる能力を身につけるため、「理工学基礎実験」、「機械工学実験」などの科目を配置する。 

位を選択科目として配置する。
 ⑤　専門展開科目 

●論理的で柔軟な思考力を使って知識をつなぎ、組み合わせ、他分野とも協調しながら課題を解決できる。
●広い視野と深い洞察力を併せ持ち、豊かな創造性を発揮できる。 
●日本語および外国語を使って様々な人とコミュニケーションを図れる。 
④:主体性をもって多様な人々と協働する態度（「主体性・多様性・協働性」）の発展・向上 

「専門発展科目」は、各々の興味関心に基づき、課題を発見し解決するための専門的な知識や技能を得るための科目として、６科目１２単 系）などの科目を配置する。 

○外国語を媒介としたコミュニケーション能力の基礎を活用して異文化を理解できる。
○幅広い教養を活用して多角的に思考・判断・表現できる。 

数Ⅰ」、「力学Ⅰ」、「物理学Ⅱ」、「物理学実験」などの科目を配置する。 
C2 機械工学の基礎に関する知識を持ち、それらを工学的問題の解決に応用できる能力を身につけるため、専門科目（専門コア群の共通 

科目として配置し、１５科目３０単位を選択科目として配置する。
④　専門発展科目 

教育内容と方法 「専門基幹科目」は、機械工学に関する理論とその実践に関する専門的な知識や技能を得るための科目として配置し、２科目４単位を必修 C1 専門知識の理解を深めるための工学に共通する基礎的な考え方を持ちそれらを応用できる能力を身につけるため、「微積分Ⅰ」、「線形代 断力・表現力等の能力（「思考力・判断力・表現力」）」の発展・向上 

③:（④の基盤となる）「知識・技能を活用して、自ら課題を発見し、その解決に向けて探究し、成果等を表現するために必要な思考力・判 成基礎演習Ⅱ」、「機械創成応用演習」などの科目を配置する。 ③　専門基幹科目 

読解」、「日本語表現Ⅰ」、「基礎英語Ⅰ」、「基礎英語Ⅱ」、「英語基礎会話Ⅰ」、「英語基礎会話Ⅱ」、「機械創成基礎演習Ⅰ」、「機械創 ●自身の専門分野に関する知識や技能が社会とどのように関わるかを考えられる。 配置する。 
「専門基礎科目」は、機械工学を学習するうえでの基礎となる知識や技能を修得するための科目として、１０科目１９単位を必修科目として B2 言語（日本語ならびに簡単な英語の音声および文字）と図表などを用いて確かなコミュニケーションができる能力を身につけるため、「日本語 ている。 

●自然科学・情報技術等の理工学の基礎、ならびに各課程の専門分野における基礎知識・技能について、基本原理を理解したうえで身につけ ラミングアドバンス」などの科目を配置する。 ②　専門基礎科目 

○外国語を媒介としたコミュニケーション能力の基礎を身につけている。
B1 情報技術に関する知識を持っており、それを機械システムの問題解決に応用できる能力を身につけるため、「プログラミングベーシック」、「プログ ○諸学の基本を理解し、幅広い教養を身につけている。 

「基盤共通科目」は、機械工学を学習するうえで必要となる自然科学の基本を修得するための科目として、１６科目２８単位を必修科目とし 目を配置する。
て配置し、６科目１２単位を選択科目として配置する。 

A3 目的を達成するために、粘り強く、自律的に学習できると共に倫理的な判断・行動ができる能力を身につけるため、「技術者倫理」などの科 ②:（③の基礎となる）「知識・技能」の修得 ①　基盤共通科目 

●人・もの・自然を大切にしながら、その多様性を理解し、それらと調和する科学・技術を志向できる。 械創成基礎演習Ⅱ」「機械創成応用演習」などの科目を配置する。 

○建学の精神の意義について理解している。 
A2 チームにおいて、それぞれの役割を担い、チームの目標を達成するために働くことができる能力を身につけるため、「機械創成基礎演習Ⅰ」「機 ●物事を正しく捉え、理解しようとする姿勢を持ち、高い倫理観を持って行動できる。 

区分から編成することとし、特に、「学科科目」では、4年間の学習期間を通して講義から演習、演習から実習・実戦へと発展させるための体系 社会科学系）、「エネルギー変換工学」などの科目を配置する。
的な授業科目の配置としている。 

理工学部では、教育研究上の目的や養成する人材などの趣旨を実現することから、教育課程を「共有教育科目」と「学科科目」の２つの科目 A1 エネルギー・環境問題などの人類、社会の抱えている問題を理解するため、教養科目（自分を知る教養群の人文系、社会を知る教養群の ①:建学の精神の具現化 

龍谷大学先端理工学部機械工学・ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ課程 摂南大学理工学部機械工学科 追手門学院大学理工学部機械工学科 大学・学部・学科名等 

機械工学科　競合校との比較分析 
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スト教科目、英語教育科目、総合選択科目にて構成し、専門教育科目は、必修科目、基礎科目、実験科目、発展科目、先端科目、専門

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）で述べたように、電気電子応用工学課程は、我が国のグリーンイノベーションに資する人材育成をめざ

カリキュラムの基本的な考え方としては、省電力パワーエレクトロニクスを支える、素材・デバイス分野と回路・システム分野の2つの分野に関わる学

(A)電気系や情報系技術者に求められる科学技術や文化・思想などの幅広い教養を身につけるため、「理工学基礎実験」や「科学技術教

(B)技術者としての倫理観・責任感を養うため、「技術者倫理」および「技術者への道」、「電波法規」、「電気法規及び施設管理」を配置する。
(C)数学、物理学、情報処理技術に関する知識を身につけるため、「微積分Ⅰ」、「線形代数Ⅰ」、「物理学Ⅰ」、「統計情報処理」、「Cプログラ

(D1)各種の実験を計画・遂行することができ、実測したデータを解析・説明することができる能力を身につけるため、「電気情報基礎実験」、「電

(E) 技術者として論理的な記述・対話・発表ができ、基礎英語や技術英語ができる能力を身につけるため、「電気情報創成演習」、「電気系実

(F) 自主的な学修習慣を身につけ、資格取得などのキャリア形成を継続的に行うことができる能力を身につけるため、「電気工学演習」、「情報
工学演習」などの演習系科目、教養科目の「インターンシップ」などを配置する。
(G1)与えられた制約下で仕事を計画的に進め、まとめることができる能力を身につけるため、「電気情報創成演習」、「電気系実験Ⅰ」、「情報
系実験Ⅰ」、「電気系実験Ⅱ」、「情報系実験Ⅱ」を配置する。

「専門展開科目」は、電気電子工学分野との関連性や応用性が深い数理科学、データサイエンス分野や情報分野、工業分野に関する基礎的 本課程に必須となる基礎知識を1年次に、卒業研究の自立的推進能力を養う科目を3年次に修得させる。卒業研究に関わる科目を4年次に (G2)チームの目標を達成するために協力して働くことができる能力を身につけるため、「電気情報創成演習」、「電気系実験Ⅱ」、「情報系実験 

取得できる資格 

第1級陸上特殊無線技士 

第3級海上特殊無線技士 

技術士補 

高等学校教諭一種（数学）
高等学校教諭一種（工業）
中学校教諭一種（数学） 

該当なし 

就職支援の内容 

新入生ガイダンス・就職ガイダンス 

学内合同企業説明会 

業界研究セミナー 

ビジネス基本スキル学習や模擬面接の実施
面接実践講座 

就職模擬テスト 

・キャリア・アドバイザーによる個人面談 

・基礎から実践まで、キャリアガイダンス・各種セミナーの実施
・実戦形式の面接トレーニング 

・オンデマンドセミナー 

・学内企業セミナーの実施 

・筆記試験対策の実施 

・4年生内定者によるアドバイス 

中学校教諭一種（理科） 

高等学校教諭一種（理科） 

奨学制度などの
就学支援の内容 

公募制推薦入試　試験日:11月下旬～12月上旬　　　　　手続締切:1月15日 

一般入試　　　　 　試験日:1月下旬～3月上旬　手続締切:2月28日・3月4日・3月22日・3月28日 

164万円 

日本学生支援機構の奨学金制度 

地方公共団体・民間育英団体が実施する支援制度 

高等教育修学支援制度 

 学内奨学金（給付奨学金） 

総合型・探究評価型入試等　　試験日:9月下旬～11月上旬　　手続締切:3月1日 

一般入試　　　　　　　　　　　　　試験日:2月上旬　　　　　　　　　　手続締切:3月15日・3月22日 

175万1,000円 

日本学生支援機構の奨学金制度 

地方公共団体・民間育英団体が実施する支援制度 

高等教育修学支援制度 

入学時貸与奨学金 

入学前予約型奨学金 

一般公募制入試　　試験日:11月下旬～　　　　　 手続締切:2月27日 

一般入試　　　　　　 試験日:2月上旬～3月上旬　手続締切:3月15日・3月22日・3月25日 

152万5,000円 

日本学生支援機構の奨学金制度 

地方公共団体・民間育英団体が実施する支援制度 

高等教育修学支援制度 

追手門学院大学桜みらい奨学金（入学前未来型） 

追手門学院大学桜みらい奨学金（学業・課外活動奨励型） 

追手門学院大学教育後援会給付奨学金 

校友会将軍山奨学生制度 

学院生表彰制度 

・キャリア・アドバイザーによる個人面談 

・テーマ別の解説講座、実践講座の開講 

・学内企業説明会、登録会の開催 

・企業と独自に開発したプログラムの提供 

受験期間と 
入学手続時期 

学生納付金（初年度） 

S/T比 S/T比　30.7 
教員数　14人　　　収容定員　430人 

S/T比　30.0 
教員数　8人　　　収容定員240人 

S/T比　22.2 
教員数　9人　　収容定員　200人 

配当し、素材・デバイス分野、回路・システム分野の学問的・技術的発展が社会、文化、人間等との様々な関連においてもつ意味を理解させた Ⅱ」を配置する。
上で、取組むための課題を発見させ、これまでに培ったコミュニケーション力・知識・技能を用いて課題解決に向けて意欲的に取組ませることによ 

工学のための理学をよりよく理解し、実社会からの要請に対応できる基礎力を身につけるだけでなく、身につけた基礎力を発展させ、新しい素材・ 験Ⅱ」、「情報系実験Ⅱ」、および「基礎英語（Ⅰa、Ⅰb、Ⅱa、Ⅱb）」、「実践英語（Ⅰa、Ⅰb、Ⅱa、Ⅱb）」などの科目を配置する。 

た、それぞれの分野の関係性を意識して、構成・配置されている。さらに、これらの講義科目に加えて、「電気電子ものづくり実験」、そして電気電 (D2)電気、情報、電子、通信工学の幅広い専門知識を身につけるため、専門科目（専門コア群）を配置する。 
子工学の基盤となる計測技術に関わる「電気電子計測実験」等の実験科目を開講し、省電力パワーエレクトロニクスの要素技術を体験的に受 (D3)問題点の発見や制約条件下で課題解決できる能力を身につけるため、「電気情報創成演習」、「卒業研究」を配置する。 

「専門基礎科目」は、電気電子工学を学習するうえでの基礎となる知識や技能を修得するための科目として、１０科目１９単位を必修科目と 術を、モビリティーの電動化等、具体的な応用先を想定して、基礎から応用まで幅広く学ばせる。各授業科目は、1つの分野に偏ることなく、ま 気系実験Ⅰ」、「情報系実験Ⅰ」、「電気系実験Ⅱ」、「情報系実験Ⅱ」を配置する。 
②　専門基礎科目 

ミング」などの科目を配置する。 ギー社会に貢献し得る人材を輩出することを目的とする。 修科目として配置し、６科目１２単位を選択科目として配置する。 
「基盤共通科目」は、電気電子工学を学習するうえで必要となる自然科学の基本原理を修得するための科目として、１６科目２８単位を必 す。理工学部時代から培ってきた物性物理学・電子工学の教育研究を異分野融合・連携の形で新課程に展開し、今後迎える新しいエネル 

①　基盤共通科目 

養」、「産業技術史」などの教養科目を配置する。 選択科目、他領域科目にて構成する。 
的な授業科目の配置としている。 

理工学部では、教育研究上の目的や養成する人材などの趣旨を実現することから、教育課程を「共有教育科目」と「学科科目」の２つの科目 電気電子応用工学課程の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を踏まえ、「学士（工学）」を授与するにあたり必要とされる知識・技能を ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するため、次のとおり教育課程を編成・実施する。
区分から編成することとし、特に、「学科科目」では、4年間の学習期間を通して講義から演習、演習から実習・実戦へと発展させるための体系 体系的に修得できるよう教育課程を編成する。本課程における授業科目を、総合教育科目と専門教育科目に大別する。総合教育科目はキリ 

摂南大学理工学部電気電子工学科 関西学院大学工学部電気電子応用工学課程 追手門学院大学理工学部電気電子工学科 大学・学部・学科名等 

電気電子工学科　競合校との比較分析 

「基礎科目」 ３科目１０単位を必修科目として配置する。 
「研究科目」は、電気電子工学に関連する問題発見方法や課題解決手法の修得及び批判力、論理性、表現力を高めるための科目として、 り、現代社会における問題解決力を修得させる。 

教育内容と方法 
な教育内容を取り扱うための科目として、３２科目６４単位を選択科目として配置する。
⑥　研究科目 

［専門教育科目］
「必修科目」 

単位を選択科目として配置する。
 ⑤　専門展開科目 

「専門発展科目」は、各々の興味関心に基づき、課題を発見し解決するための専門的な知識や技能を得るための科目として、１０科目２０ 

プロセス・デバイス・システムを創造できるような、複数分野にまたがる、あるいは境界分野で活躍できる研究者・技術者を育成する。 
必修科目として配置し、１６科目３２単位を選択科目として配置する。
④　専門発展科目 

「専門基幹科目」は、電気電子工学に関する理論とその実践に関する専門的な知識や技能を得るための科目として配置し、２科目４単位を 講できるようにする。 

して配置する。 
③　専門基幹科目 

素材・デバイス分野、回路・システム分野における数学、物理学等の基礎知識を講義等を通じて修得させる。 
「実験科目」 
素材・デバイス分野、回路・システム分野において必要となる基礎的な技能及び基礎知識を体系的・構造的に理解し論理的に思考する力を実 

験を通じて修得させる。 
「発展科目」 
基礎知識や基礎的な技能を応用するために必要なコンピュータ活用や基礎科目で学修した科目の発展的内容、実践的な知識について講義 

等を通じて修得させる。 

「先端科目」 
3年次に配当し、基礎知識や基礎的な技能の理解を深め、省電力パワーエレクトロニクスの分野の特定の目的に対して応用するための知識につ 

いて講義を通じて修得させる。 
「専門選択科目」 
素材・デバイス分野、回路・システム分野の自然科学の基礎や「ものづくり」技術の共通基盤等についての知識と視野を養成し、各分野の伸展と 
なる知識を修得させる。 
「他領域科目」 
特定の分野に閉じこもらず、多彩な知識と視野を身につけさせるため、自然科学・科学技術等について、幅広い教養と視野を養成し、高度に多 

様化する科学技術やグローバル化する社会に対応できる知識・能力を修得させる。 

本学科のみの「電気電子工学プロジェクト」 1科目2単位だけでなく、理工学部数理・データサイエンス学科、機械工学科、情報工学科共同で 課題解決型授業に特化した科目配置はなし。 
実施する「理工学プロジェクト」2科目2単位を必修科目として配置。 

・「電気機器学」「モータ制御学」といった電気－機械エネルギー変換やモータに関する授業科目2科目4単位を選択科目として配置。 
その他競合校に対する

教育課程の特⾧ 

・電気ーエネルギー変換やモータに関する授業科目の配置なし。 代数学Ⅰ」「線形代数学Ⅱ」「線形代数学演習Ⅰ」「線形代数学演習Ⅱ」9科目14単位を必修科目として配置。 
・数学の基礎的知識を修得するために「入門統計学」「微分積分学Ⅰ」「微分積分学Ⅱ」「微分積分学Ⅰ演習」「微分積分学演習Ⅱ」「線形 ・数学については必修科目の配置はなく、選択科目としてのみの配置。 

倫理 科目配置なし。 

・数学については必修科目の配置はなく、選択科目としてのみの配置。 
・「電気機器学Ⅰ」「電気機器学Ⅱ」といったエネルギー変換に関する授業科目2科目4単位を選択科目として配置。 

科目配置なし。 学部共通科目群である基盤共通科目として「技術者倫理」1科目2単位を必修科目として配置。 

課題解決型授業 
  「電気工学演習 」1科目1単位を選択科目として配置。 

資料35 

学生確保（資料）－78－ 



該当なし 

・キャリアアドバイザーによる個別指導 

・多彩なキャリアガイダンスと就職活動実践講座
・OB/PGをはじめとした、社会人との交流 

・4回生就活下りたーによる低回生の就活支援 

・キャリア・アドバイザーによる個人面談 

・テーマ別の解説講座、実践講座の開講
・学内企業説明会、登録会の開催 

・企業と独自に開発したプログラムの提供 

公募制推薦等　　試験日:11月上旬　　　　　　　　手続締切:1月9日 

一般選抜　　　　　試験日:1月下旬～3月上旬　　手続締切:2月28日・3月8日・3月21日 

152万5,000円 

日本学生支援機構の奨学金制度 

地方公共団体・民間育英団体が実施する支援制度 

高等教育修学支援制度 

京都橘大学経済援助給付奨学金 

つながるたちばな修学支援給付奨学金 

京都橘大学緊急就学援助奨学金 

京都橘大学緊急貸与奨学金 

入学前京都橘大学入学時成績優秀者特別奨学金 

総合型・探究評価型入試等　　試験日:9月下旬～11月上旬　　手続締切:3月1日 

一般入試　　　　　　　　　　　　　試験日:2月上旬　　　　　　　　　　手続締切:3月15日・3月22日 

171万1,000円 

日本学生支援機構の奨学金制度 

地方公共団体・民間育英団体が実施する支援制度 

高等教育修学支援制度 

入学時貸与奨学金 

入学前予約型奨学金 

一般公募制入試　　試験日:11月下旬～　　　　　 手続締切:2月27日 

一般入試　　　　　　 試験日:2月上旬～3月上旬　手続締切:3月15日・3月22日・3月25日 

152万5,000円 

日本学生支援機構の奨学金制度 

地方公共団体・民間育英団体が実施する支援制度 

高等教育修学支援制度 

追手門学院大学桜みらい奨学金（入学前未来型） 

追手門学院大学桜みらい奨学金（学業・課外活動奨励型） 

追手門学院大学教育後援会給付奨学金 

校友会将軍山奨学生制度 

学院生表彰制度 

S/T比　26.0 
教員数　15人　　　収容定員390人 

S/T比　27.7 
教員数　13人　　　収容定員360人 

S/T比　31.1 
教員数　9人　　収容定員　280人 

その他競合校に対する
教育課程の特⾧ 

「情報セキュリティⅠ」1科目2単位を必修科目として、「情報セキュリティⅡ」1科目2単位を選択科目として配置。 「暗号と情報セキュリティ」1科目2単位を選択科目として配置。 ・「情報セキュリティ」1科目2単位を選択科目として配置するとともに、「セキュアネットワーク」1科目2単位を選択科目として配置。 

倫理 
科目配置なし。 学部共通科目群である基盤共通科目として「技術者倫理」1科目2単位を必修科目として配置。 

課題解決型授業 
「プロジェクト演習Ⅰ」「プロジェクト演習Ⅱ」「プロジェクト演習Ⅲ」「プロジェクト演習4」「プロジェクト演習Ⅴ」5科目●単位を必修科目として配
置。 

教養科目として「倫理学概論」1科目3単位を選択科目として配置。 

主に1年次、2年次に配当し、情報科学分野における基礎知識を講義等を通じて修得させる。 
「発展科目」 
2年次、3年次に配当し、基礎知識や基礎的な技能を応用するための知識を講義を通じて修得させる。 
「専門選択科目」 
人間・機械系分野における基礎知識や基礎的な技能を修得させ、知識と技能を伸展させる。 
「他領域科目」 
特定の分野に閉じこもらず、多彩な知識と視野を身につけさせるため、自然科学・科学技術等について、幅広い教養と視野を養成し、高度に多 

様化する科学技術やグローバル化する社会に対応できる知識・能力を修得させる。 

本学科のみの「数理・データサイエンス演習」 1科目2単位だけでなく、理工学部機械工学科、電気電子工学科、情報工学科共同で実施する 課題解決型授業に特化した科目配置はなし。 
「理工学プロジェクト」2科目2単位を必修科目として配置。 

「基礎科目」 目１０単位を必修科目として配置する。 
「研究科目」は、情報工学に関連する問題発見方法や課題解決手法の修得及び批判力、論理性、表現力を高めるための科目として、３科 実習を通じて修得させる。 

「知能・機械工学実習・実験科目」 
人間・機械系分野における基礎的な技能、コンピュータを活用する技能及び基礎知識を体系的・構造的に理解し論理的に思考する力を実験・ 

り扱うための科目として、２２科目４４単位を選択科目として配置する。
⑥　研究科目 

「専門展開科目」は、情報工学分野との関連性や応用性が深い数理科学、データサイエンス分野や工業技術に関する基礎的な教育内容を取 

情報工学における基礎的な技能、コンピュータを活用する技能及び基礎知識を体系的・構造的に理解し論理的に思考する力を実習を通じて
修得させる。 

選択科目として配置する。
⑤　専門展開科目 

④　専門発展科目 

「専門発展科目」は、各々の興味関心に基づき、課題を発見し解決するための専門的な知識や技能を得るための科目として、４科目８単位を 「情報工学実習科目」 

せる。 て配置し、１６科目３２単位を選択科目として配置する。 
「専門基幹科目」は、情報工学に関する理論とその実践に関する専門的な知識や技能を得るための科目として、２科目４単位を必修科目とし までに培った知識、技能、コミュニケーション力を用いて課題解決に向けて意欲的に取組ませることにより、現代社会における問題解決力を修得さ ⑦学部を超えた文理融合の学びを促すため、専門教育科目にクロスオーバー科目群を配置し、他領域の科目を厳選して配置する。 

本課程に必須となる基礎的な知識と技能を講義と演習、実験・実習を通じて修得させる。卒業研究に関連する科目を4年次に配当し、各専 ⑥情報工学の各領域における専門的な知識や技能を身につけるため、専門教育科目に分野科目群を配置し、ソフトウェアデザイン、ネットワーク
攻分野の学問的・技術的発展が社会、文化、人間等との様々な関連においてもつ意味を理解させた上で、取組むための課題を発見させ、これ デザイン、IoTシステム、メディアデザイン、データサイエンスに関連する科目を配置する。 

置する。 
③　専門基幹科目 

②　専門基礎科目 

「専門基礎科目」は、情報工学を学習するうえでの基礎となる知識や技能を修得するための科目として、６科目１２単位を必修科目として配 「必修科目」 

［専門教育科目］ て配置し、４科目８単位を選択科目として配置する。 
「基盤共通科目」は、情報工学を学習するうえで必要となる自然科学の基本を修得するための科目として、１８科目３２単位を必修科目とし 

③自立した社会人として仕事に従事するうえで不可欠となる、論理的・批判的思考力や実践力、コミュニケーション能力、リーダーシップの養成お
よび専門的知識・技能の深化のため、専門教育科目に演習科目群を配置する。1年次から4年次までの学びの段階に応じた必修の演習科目
で実践的な学びを展開する。 
④情報工学を学ぶ学生が、共通して身につけるべき基礎的な知識や技能を養成するため、専門教育科目に基礎科目群を配置する。 
⑤情報工学の基幹的な知識や技能を養成するため、専門教育科目に基幹科目群を配置する。 

沿う形で以下の方針をもって実施する。 ①　基盤共通科目 

目、発展科目、専門選択科目、他領域科目にて構成する。各科目群については情報工学課程の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に 配置する。 

置する。思考力などの汎用的技能や主体的に学びを続ける態度を涵養する科目並びに、幅広い教養を教授する科目を配置する。 
目、英語教育科目、総合選択科目にて構成し、専門教育科目は必修科目、情報工学実習科目、知能・機械工学実習・実験科目、基礎科 ②学びと社会のつながりや自らの将来を深く考えさせ、キャリア実現に向けた積極的な行動を促すため、教養教育科目にキャリア教育科目群を 

区分から編成することとし、特に、「学科科目」では、4年間の学習期間を通して講義から演習、演習から実習・実戦へと発展させるための体系 得できるよう教育課程を編成する。本課程における授業科目を、総合教育科目と専門教育科目に大別する。総合教育科目はキリスト教科
的な授業科目の配置としている。 

理工学部では、教育研究上の目的や養成する人材などの趣旨を実現することから、教育課程を「共有教育科目」と「学科科目」の２つの科目 情報工学課程の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を踏まえ、「学士（工学）」を授与するにあたり必要とされる知識・技能を体系的に修 ①学科の学修を円滑に進め、また自立した社会人としての基礎的な素養を養成するため、教養教育科目にコア科目群、教養教育科目群を配 

京都橘大学工学部情報工学科 関西学院大学工学部情報工学課程 追手門学院大学理工学部情報工学科 

・キャリア・アドバイザーによる個人面談 

・基礎から実践まで、キャリアガイダンス・各種セミナーの実施
・実戦形式の面接トレーニング 

・オンデマンドセミナー 

・学内企業セミナーの実施 

・筆記試験対策の実施 

・4年生内定者によるアドバイス 

中学校教諭一種（数学） 

高等学校教諭一種（数学） 

高等学校教諭一種（情報） 

取得できる資格 

高等学校教諭一種（情報） 

就職支援の内容 

奨学制度などの
就学支援の内容 

受験期間と 
入学手続時期 

学生納付金（初年度） 

S/T比 

教育内容と方法 

大学・学部・学科名等 

情報工学科　競合校との比較分析 
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想定される競合大学の志願動向と定員充足状況（数理・データサイエンス学科）

大 学 名

学 部 名

学科名等

関西学院大学 龍谷大学

理学部 先端理工学部 2大学 計

数理科学科 数理・情報科学課程

令和3（2021）

年度

令和4（2022）

年度

令和5（2023）

年度

入学定員

志願者数

合格者数

入学者数

志願倍率

入学定員

充足率（％）

入学定員

志願者数

合格者数

入学者数

志願倍率

入学定員

充足率（％）

入学定員

志願者数

合格者数

入学者数

志願倍率

入学定員

充足率（％）

54 人 95 人 149 人

700 人 1287 人 1,987 人

442 人 446 人 888 人

62 人 96 人 158 人

11.3 倍 13.4 倍 12.6 倍

114.8% 101.1% 106.0%

54 人 103 人 157 人

10 人 1021 人 1,031 人

352 人 519 人 871 人

54 人 112 人 166 人

0.2 倍 9.1 倍 6.2 倍

100.0% 108.7% 105.7%

54 人 103 人 157 人

635 人 1227 人 1,862 人

393 人 516 人 909 人

57 人 104 人 161 人

11.1 倍 11.8 倍 11.6 倍

105.6% 101.0% 102.5%

出典: 各大学H P等

入学定員 154 人

令和３(2021)年度～

令和５(2023)年度

平均

志願者数

合格者数

入学者数

1,627 人

889 人

162 人

志願倍率 10.1 倍

入学定員充足率 104.8%
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想定される競合大学の志願動向と定員充足状況（機械工学科）

大 学 名

学 部 名

学科名等 機械工学科 機械工学・ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ課程

2大学 計

令和3（2021）

年度

令和4（2022）

年度

令和5（2023）

年度

入学定員

志願者数

合格者数

入学者数

志願倍率

入学定員

充足率（％）

入学定員

志願者数

合格者数

入学者数

志願倍率

入学定員

充足率（％）

入学定員

志願者数

合格者数

入学者数

志願倍率

入学定員

充足率（％）

130 人 105 人 235 人

1,989 人 1,755 人 3,744 人

834 人 691 人 1,525 人

131 人 114 人 245 人

15.2 倍 15.4 倍 15.3 倍

100.8% 108.6% 104.3%

130 人 113 人 243 人

1,517 人 1,579 人 3,096 人

777 人 678 人 1,455 人

151 人 122 人 273 人

10.0 倍 12.9 倍 11.3 倍

116.2% 108.0% 112.3%

130 人 113 人 243 人

1,287 人 1,803 人 3,090 人

690 人 718 人 1,408 人

111 人 144 人 255 人

11.6 倍 12.5 倍 12.1 倍

85.4% 127.4% 104.9%

出典: 各大学H P等

令和３(2021)年度～

令和５(2023)年度

平均

入学定員 240 人

志願者数 3,310 人

合格者数 1,463 人

入学者数 258 人

志願倍率 12.9 倍

入学定員充足率 107.2%

摂南大学 龍谷大学

理工学部 先端理工学部
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想定される競合大学の志願動向と定員充足状況（電気電子工学科）

大 学 名

学 部 名

学科名等 電気電子応用工学課程 電気電子工学科

2大学 計

令和3（2021）

年度

令和4（2022）

年度

令和5（2023）

年度

入学定員

志願者数

合格者数

入学者数

志願倍率

入学定員

充足率（％）

入学定員

志願者数

合格者数

入学者数

志願倍率

入学定員

充足率（％）

入学定員

志願者数

合格者数

入学者数

志願倍率

入学定員

充足率（％）

60 人 105 人 165 人

533 人 2,524 人 3,057 人

308 人 834 人 1,142 人

57 人 116 人 173 人

9.4 倍 21.8 倍 17.7 倍

95.0% 110.5% 104.8%

60 人 105 人 165 人

865 人 1,985 人 2,850 人

438 人 832 人 1,270 人

74 人 116 人 190 人

11.7 倍 17.1 倍 15.0 倍

123.3% 110.5% 115.2%

60 人 105 人 165 人

926 人 1,475 人 2,401 人

474 人 849 人 1,323 人

58 人 99 人 157 人

16.0 倍 14.9 倍 15.3 倍

96.7% 94.3% 95.2%

出典: 各大学H P等

令和３(2021)年度～

令和５(2023)年度

平均

入学定員 165 人

志願者数 2,769 人

合格者数 1,245 人

入学者数 173 人

志願倍率 16.0 倍

入学定員充足率 105.1%

関西学院大学 摂南大学

工学部 理工学部
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想定される競合大学の志願動向と定員充足状況（情報工学科）

大 学 名

学 部 名

学科名等

関西学院大学 京都橘大学

工学部 工学部 2大学 計

情報工学課程 情報工学科

令和3（2021）

年度

令和4（2022）

年度

令和5（2023）

年度

入学定員

志願者数

合格者数

入学者数

志願倍率

入学定員

充足率（％）

入学定員

志願者数

合格者数

入学者数

志願倍率

入学定員

充足率（％）

入学定員

志願者数

合格者数

入学者数

志願倍率

入学定員

充足率（％）

90 人 130 人 220 人

1,459 人 1,002 人 2,461 人

379 人 393 人 772 人

105 人 128 人 233 人

13.9 倍 7.8 倍 10.6 倍

116.7% 98.5% 105.9%

90 人 130 人 220 人

1,453 人 1,826 人 3,279 人

430 人 665 人 1,095 人

104 人 156 人 260 人

14.0 倍 11.7 倍 12.6 倍

115.6% 120.0% 118.2%

90 人 130 人 220 人

1,428 人 1,506 人 2,934 人

617 人 542 人 1,159 人

89 人 150 人 239 人

16.0 倍 10.0 倍 12.3 倍

98.9% 115.4% 108.6%

出典: 各大学H P等

令和３(2021)年度～

令和５(2023)年度

平均

入学定員 220 人

志願者数 2,891 人

合格者数 1,009 人

入学者数 244 人

志願倍率 11.8 倍

入学定員充足率 110.9%
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